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今年、2020年は小型35mm精密カメラの代

表格ライカが発売されて95年、そして国産ラ

イカ型のハンザキヤノンが発売されてからは

85年、一世紀近くの時間が流れた。その間に

東京で3度のオリンピックが計画され，2度目

は実現し成功裏に終わった。今3度目の準備

が佳境に入っている。この機会に日本のバル

ナック型カメラを振り返るのも一興であろう。 

 

バルナック型カメラとは 

話を進める前に、ここでのバルナック型カメ

ラについての定義をしたい。オスカー・バル

ナックによって設計され、1925年にライツ社

から市販されたライカは、35mmフィルム使

用、フォーカルプレーンシャッターを内蔵し、

フィルム巻き上げと同時にシャッターセットが

可能なカメラであった。更に1932年にはレン

ズが交換可能になり、規格化されたスクリュー

マウントで用意された広角から望遠までの交

換レンズは、カメラに内蔵された距離計と連

動し、速写性と精密描写併せ持つ小型精密

カメラの代名詞になった。ライカは世界的に

人気となり、カメラと共に提示されたフィルム

現像タンクから引き伸ばし機までの一貫とし

た機材システムは、35mmフォーマットの写真

制作の世界的な標準となった。 

このシステム構築を背景に、ここでは設計

者のオスカー・バルナックが自ら製作に関与

したライカ、およそⅡ型からⅢ型ぐらいのライ

カをバルナック型と呼びたい。 

今回の考察では以上の事柄をベースにし

て、発表者（宇田川）が収集したカメラの中か

らから、それらしいものを選択し、そのカメラ

が登場した背景と、実際に使った感想も交え

て紹介する。 

国産バルナックカメラの誕生 

日本で小型精密35mmカメラの国産化の企

てがあるのが知られる様になったのは、恐らく

1934年6月から各写真雑誌に掲載された『潜

水艦ハ伊號 飛行機ハ九二式 カメラハ

KWANON 皆世界一』のキャッチフレーズで

精機光学研究所から出されたカンノンカメラ

の広告(写真1）だろう。これは恐らく今で言う

イメージ広告であったのかもしれないが、広

告のカメラはフィルム巻き上げノブがボディー

前面に配されているなど、ライカというよりは

1932年にツァイスがライカの対抗策として登

場させたコンタックスの匂いが強い。 

当時はやはり、カメラメーカーとして定評の

あるツァイスが採用したギヤを多用した複雑

怪奇な機構が、より35mm カメラの精密さを表

していると思われたのだろう。とはいえ実製品

のハンザキャノン(写真2）はシンプルで、より

ライカのイメージに近くなって1935年夏頃発

表された。 

製造は精機光学、発売元は近江屋写真用

品で、実質的なキヤノンの最初の市販カメラ

である。一見コンタックス型に見えるようなフィ

ルムカウンターを正面向かって左に持ち、ラ

イカと同様な構造を持つ距離計ながらファイ

ンダーは使用時にポップアップする「ビックリ

箱」と称するものが採用されている。これはラ

イツのパテントを避けるためと思われる。この

ファインダーは、レンズ中心軸からずれてい

るため、構図を決めるには使いづらく感じた。

距離計・ヘリコイドユニット、及びバヨネットで

交換されるレンズは日本光学で設計、製造さ

れた。ライカと同様の距離計としたのはこの

ヘリコイドはボディーとはほぼライカスクリュー

マウントと同じ規格のネジで連結されており、

レンズ前後の動きはバヨネットを介して正面

向かって右のホイール中心の連動棹が距離
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計レバーを動かすというものである。この

フォーカスギアは指が痛くなるため、前玉を

回すのが常である。製作者の努力と技術的

には日本光学の協力があり、大手の写真商

社の近江屋写真用品からの販売となった。生

産量が少量のカメラにとって滑り出しは幸運

だった。近江屋にとっても、この精密カメラと

当時ほぼ独占的に販売していた「菊フィル

ム」を扱うことは、小西六、浅沼と肩を並べる

販売商社としての存在を高めるための大いな

る力になったことであろう。 

ハンザキヤノンに続いて1939年ごろ現れた

のがLEICAとCONTAXを合体させたネーミン

グであろうレオタックス（LEOTAX）である。こ

のカメラはかなり小規模な製作所で作られた

らしく、職人仕上げのボディーのほとんどはラ

イカのデットコピーであったが、商品として販

売するには距離計とファインダーのライツの

特許があり、それを避けるため、最初のモデ

ルは上部にダイヤルを持つ単独距離計が装

着されていた。次のモデルからは連動距離計

付きになったが、その外側、カメラ向かって右

端にファインダーを持ってきて、肝心の基線

長は短いものになっている。生産数も上がら

ず、メーカーではより売れ筋のセミ判スプリン

グカメラのセミレオタックスに主力を置くように

なる。 

そして、戦争末期に現れたのがニッポンカ

メラである(写真3）。このカメラは一般商用目

的ではなく、当時主に輸入カメラ等を修理改

造していた腕の良い工作所に軍関係者が目

をつけ、特許も何も関係なくていいからと、ラ

イカのコピーを作らしたとのことである。ボ

ディーは当時のライカⅢ型そっくりであった。

装着レンズは当時民生用で調達出来る一番

明るいKOLのものがライカ仕様の鏡胴でセッ

トされていた。このカメラは、ほぼ軍関係者に

配布されたようである。 

写真4に1939年から45年発売されたキャノ

ン最新型、またはSeiki Canonと呼ばれるカメ

ラを示す。これは、ハンザキヤノンにスロー

シャッターを付加したものとなっている。フィル

ムカウンターは巻き上げノブの下部に付き、

スローシャッターノブがヘリコイドのホイールリ

ングのそばに付いている。この時期になると

交換可能なレンズも標準レンズながら50mm 

で、F4.5、3.5、2.8、2、が用意されていた。 

写真5にアサヒカメラ1939年６月号「臨時増

刊 夏の写真術」に掲載された日本光学ニッ

コールレンズ、精機光学のキヤノンカメラ広告

を示す。当時はほとんど見開きで両社の共同

広告となっていた。 

 

戦後の国産バルナック型カメラ 

戦後のカメラ産業の立ち上がりは意外と早

いものであった。キヤノンやレオタックスは戦

前からの残存部品を活用して生産が始まっ

た。ニッポンカメラも生き残りを目指し、ニッカ

と改名し民生用に生産を始めた。この民生用

というのは、進駐軍の旺盛な需要に対してで

あり、そのカメラなどは賠償品（輸出品）とみな

されていた。更に別要因として、国内のフィル

ム生産不足はX線用優先の観点からGHQに

より必要なX線フィルムを確保するまで一般

用の120や127などのロールフィルムの生産中

止が命令されている。各メーカーは映画用に

生産が許されていた35mmフィルム使用のカメ

ラの開発生産にそれまでの二眼レフやスプリ

ングカメラから急速にシフトしてゆく。それが

実製品として現れるのが1948年頃で、フォー

カル機では日本光学のニコンⅠ型とミノルタ

（当時は千代田光学）のミノルタ35である。レ

ンズシャッター機ではオリンパス35、ミニヨン

35などがある。面白いことにこれらに共通なス

ペックが画面サイズ24×32mmという、いわゆ

るニホン判であったということである。 

日本光学がそれまでの光学兵器に代わる

製品にカメラを選んだのは必然であろう。そ

れを開発するにあたって社内では色々な論

議があったようであるが、精密小型を目指し

35mmレンズ交換式を選択したようである。技

術的にもハンザキャノンの距離計及びレンズ

では経験があったし、恐らくニッポンカメラが

戦後新たに製品化したニッカカメラ向け、そし

て従来からのキヤノン向けに、ニッコールレン

ズの供給がある程度見込みが付いていたの

ではないかと考える。そこへあえてライカスク

リューマウントのカメラを新規に投入すること

は考えられず、更にカメラを担当する技術者

たちの熱烈なツァイス信奉が、外観及びレン

ズマウントをコンタックス型にしたニコンを作り

出したのだろうと思う。そのため日本光学はニ

コン用バヨネットマウント、ライカ用スクリュー

マウント、コンタックス用バヨネットマウントの3

種類の距離計カメラ用交換レンズを用意する

ことになった。 

ミノルタ35も戦後すぐに計画がスタートし

た。しかしながら、こちらはライカにもコンタッ

クスにも似ていない。その両者のイメージから

出来るだけ離れるよう製作されたと思われる。

ボディーの構造や内部機構もいわゆるライカ

型とはかなり異なっている。標準レンズも画面

サイズに合わせて焦点距離は45mmとなって

いる。ミノルタ35は新しいモデルが出るたびに

画面サイズが、少しずつ24×36mmに近づい

て行った。専用交換レンズの種類も意外と少

ないようである。本考察ではバルナック型とは

ニュアンスが異なるこの2機種には触れないこ

ととする。 

写真6に1946年発売のキヤノンSⅡを示す。

間に合わせにでたJ型を除くと、これが戦後最

初のキヤノンである。形状はほとんどライカ型

になり、ファインダーは一眼式となった。キヤ

ノン独自の三段変倍ファインダーが装備され

るのは次のⅡBからである。 レンズマウントは

ライカと同規格のフランジバック28.8mm、フラ

ンジ径39mm、ピッチ1/26インチのスクリュー

マウントになった。本機のレンズは沈鏡胴の

ニッコール50mm F3.5が装着されているが、

ほどなくキャノン自社製のセレナーレンズに

移行する。 

写真7にレオタックス スペシャル Aを示す。

上で紹介した戦前にキヤノンに続いて発売さ

れたレオタックス•スペシャルも戦後すぐに残

存部品を集めて、少量作られた。このカメラも

恐らくそのうちの1台と思う。カメラには Special 

としか刻印されていないが、スローシャッター

がないことから、Aと思われる。 

資料には装着レンズは東京光学製のス

テート50mm F3.5となってるが、本機には、エ

ルマーが付いていた。ちなみにステートという

名称は、東京光学機械の設立母体のひとつ

となった服部時計店が持っていたものであ

る。後に標準レンズとなるシムラー50mm F3.5

は1947年から製作されて、DⅢ型から装着さ

れている。このステートレンズは、シムラーの

試作品だったかもしれない。 

写真8に北野邦雄編集「光画月刊」1949年

8月号の広告を示す。上からニッコールレンズ

のニコン用とライカ用が、ラインナップとして並

写真4 キヤノン最新型 （Seiki Canon） 

写真6 キヤノン SⅡ （Canon SⅡ） 写真7  レオタックス スペシャルＡ 
（Leotax Special A） 

写真3 ニッポン （Nippon） 
ハヤタ・カメララボの、2018年11月の「今月の1枚」より 

https://www.hayatacamera.co.jp/monthlyphoto/201811-
nippon-xebec-50mmf2/ 

写真5 アサヒカメラ1939年6月号「臨時増刊」 
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んで掲載されている。カメラはちょうど1型から

M型の切り替わる時期であるが、これは1型と

考えられる。2段目はこれも戦後最初となる

ニッカⅢ型。3段目はキヤノンⅡB型。キヤノン

は変倍ファインダーを装備して、レンズも全て

自社製になっていた。写真9に同号の別ペー

ジから複写したレオタックスDⅢ型の広告を示

す。標準レンズはシムラー50mm F3.5で、ま

だ50mm F1.5は出ていない。 

写真10にアルス発行「カメラ」1949年７月号

からミノルタ35の広告を示す。このカメラの画

面サイズは24×32mmのニホン判、標準レン

ズは、その画面サイズに合わせて45mmを採

用していた。広告では交換レンズは準備中と

なっている。 

 

派生した国産バルナック風カメラ 

ここら辺りで、本流とは異なるが、国産バル

ナック型から派生したバルナック風カメラを少

し紹介したい。大阪生まれのルックとエレガ

35、そして東京のパープル35である(写真11

～13）。上に紹介したようにミノルタ、当時は

千代田光学のミノルタ35のレンズマウントや

距離計の構造はライカに範をとっているもの

の、ボディー構造はあるアメリカ製カメラを参

考にしていた。設計部ではあえてライカに合

わせたくなかったようである。このカメラの設

計者は有名な宮部先生となっているが、他に

も協力者がいて、ほぼチームで仕事をしてい

たそうである。チームの中には協力会社の方

もいて、ミノルタ35の進行とは別に、独自のバ

ルナック風ボディーにフォーカルプレーンで

はなく、独自に工夫したレンズシャッターをビ

ハインドに置いてセルフコッキングとレンズ交

換を可能にするアイデアでカメラを製作する

企てがあり、その結果がルック(写真11）とエレ

ガ35(写真12）になったようである。 

ルックは距離計連動でレンズ交換可能、当

時としてはレンズシャッターの方が有利で

あったフラッシュシンクロがセールスポイント

で、「精巧にして大衆に愛されるルック」の

キャッチフレーズでカメラ雑誌に1949年から

広告していたが、それは予告広告で価格は

入っていなかった。また、エレガ35はルックか

ら連動距離計を省いたカメラで鏡胴まわりも

シンプルになっている。レンズは両機とも始め

はミノルタから供給を受けたようであるが、カメ

ラ自体の製作会社は異なるようだ。 

東京のパープル35（写真13）もスペック的

にはエレガ35と同様ながら、こちらは個人の

企てであったようだ。カメラメーカーから技術

者を招き、レンズも自社製造したらしいが、資

金難となり挫折したカメラであった。販売時期

は1953年から数年であった。これらはいずれ

もレンズシャッター35mmカメラの定型が決ま

らない時期に企画され、少量生産に留まった

カメラである。 

ルック･モデルAの発売は1949年頃、ビハイ

ンドシャッターでレンズ交換可能、シャッター

ス ピ ー ド は 1 〜 1/150 秒、レ ン ズ は ル ナ ー

45mm F3.5、ダブルマガジン使用、発売元は

LOOK CAMERA CORP となっていた。ダブ

ルマガジンは、市販のパトローネが合うようで

ある。また、レンズのフォーカス調整回転方向

が、バルナックと逆向きとなっている。 

写真12に示したエレガ 35はレンズが非交

換となっているので後期バージョンと思われ

る。1〜1/200秒までのビハインドシャッター

で、レンズ名はELEGAとなっているが、焦点

距離45mm、明るさがF４.5とルックと同じであ

る。ボディーの上面中央にあるシンクロ接点

が目を引く。製作所は日東精工となってい

て、恐らく1952年頃の製品と思われる。 

パープル 35は、独自マウントのレンズ交換

式であるが、標準レンズの後ろにコンバージョ

ンレンズを入れて焦点距離を長くしたもので

あった。シャッターはかなり工夫されたロータ

リー式のレンズシャッターをビハインドに置い

ている。製造はアジア光学である。カメラ正面

右側のレバーを引き下げると、底蓋が取れる

構造になっている。ロータリービハインド

シャッターのＶとは、シャッターの押し方に

よって閉まる速度が変えられる設定になるも

のの、なかなか希望のシャッター速度に上手

くいかない。 

 

国産バルナック型カメラの発展 

話をバルナック型に戻そう。1950年、戦後も

5年経つと社会情勢も安定してきて、国産カメ

ラも賠償品優先（進駐軍向けなどは輸出とみ

なされていた）から、一般にもだんだん出回る

ようになってきた。更に国産バルナック型カメ

ラには幸いなこととして、敗戦国ドイツの特許

が公開されるようになった。つまりライツの距

離計光軸の中にファインダー光学系を入れる

というバルナック型カメラの特長的な機能が

使えるようになったのであった。またキヤノン

は、逆ガリレオ型望遠鏡ファインダーの光学

系を回転させて三段階の倍率を得るという、

変倍ファインダーを一足先に考案し、独自性

を発揮していた。恐らく本当の意味での戦後

型国産バルナックカメラはキヤノンでは変倍

ファインダーを装備したⅡB型、レオタックス

ではDⅣ型、ニッカではⅢ型を指すと思う。装

着されるレンズもキヤノンはニッコールから自

社製セレナーレンズになり、ニッカにはニコン

カメラとほぼ同様のラインナップのニッコール

レンズが、レオタックスは東京光学のトプコー

ルレンズが用意された。 

バルナック型カメラが高級35mmレンズ交換

機としてのポジションを確立すると、その規格

に合わせた交換レンズを色々なメーカーが市

場に投入するようになった。富士写真フイル

ムのレクター（後にフジノン）、小西六のヘキ

サーとヘキサノン、オリンパスのズイコー、帝

国光学のズノーなどである。また少し後になる

が、コムラー、エイコールなどもあった。特に

1954年頃から始まったズノー50mm F１.1を初

めとする大口径レンズ開発競争は、バルナッ

ク型カメラがあったために始まったようなもの

だと思われる。 

そしてキヤノン、ニッカ、レオタックスと続く

高級機よりも、もう少し低価格のものが続々市

場に現れた。それがチヨカであり、タナック、メ

写真13 パープル35 （Purple 35） 写真11 ルック・モデルＡ （Look Model A） 写真12 エレガ 35 （Elega 35） 

写真10 アルス発行「カメラ」1949年７月号の広告 

写真8 「光画月刊」1949年8月号の広告 

写真9 レオタックスDⅢ型の広告 
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ルコンである。 

その中でもタナックは自社製の交換レンズ

を複数用意しており、更にバヨネットマウント

の用意もあった。1953年に田中光学から発売

されたタナックの最初のモデルはスロー無し

のシンプルなものであった。工場は川崎の登

戸にあり、始めはカメラのアクセサリーやシネ

用レンズを作っていたようだ。このカメラの特

色はそれまでのバルナック型と異なり、フィル

ム装填をし易くするため、ヒンジで裏蓋が横に

開くという構造をしていた。この従来のキーで

開閉するフィルムマガジンを使わないという考

え方に、ライカより使いやすいバルナック型カ

メラを作るという、こだわりを感じる。自社製の

標準レンズはF3.5、2.8、2からF1.5まであり、

その全ての鏡胴が1.5フィートまで繰り出し可

能となっていた。すでに同じような鏡胴を製作

していた日本光学のレンズ設計者とは、なに

か関係があったのであろうか。 

写真14にチヨカ 35-1、1951年製を示す。こ

こで取り上げている国産バルナック型としては

キヤノン、レオタックス、ニッカ、に続く4番目

に登場したカメラである。またミノルタ35 Jr. の

ように、本家のライカスタンダードを思わせ

る、国産唯一の販売された距離計なしのバル

ナック型カメラであった。レンズは別売で価格

はボディーのみで10,000円と低価格、発売元

は中堅写真関係卸の千代田商会だった。 

写真15にタワー タイプ3を示す。1952年発

売のニッカⅢのアメリカ通信販売大手のシ

アーズ・ローバック向けの輸出バージョンであ

る。ニッカはニッコール付きということもあっ

て、かなり早くから輸出の引き合いがあったよ

うだ。アメリカではすでにカラーフィルムが使

われており、フラッシュ撮影は必要だったの

で、輸出が多かったニッカのシンクロ装着が

早いのはそのためと思う。 

写真16にニッカⅢS（1953年発売）を示す。

ニッカはⅢBでシンクロは装着されたが、この

モデルから接点がドイツ型になった。シャッ

ターの最高速は1/500秒で、ライカとほぼ同じ

大きさである。 

写真17にキヤノンⅡS改を示す。IVSｂ改の

最高速1/1000秒だけを省略した機種である。

キヤノンはⅤ型、L型に移行する前年の1955

年4月から6月にIVSｂ、ⅡD、ⅡS、ⅡFを一斉

に改型に改良した。改型は高速シャッターダ

イヤルの指標をボデー側から回転ダイヤルの

中心側に移し、レリーズの前後いつでも読み

取り可能にした。ガンブラケット付きキヤノン

のうち、X接点シンクロが可能なのはIVSｂ、 

ⅡSとその改型だけである。ファインダーアイ

ピースも大きくなり、視認性が向上した。 

写真18にチヨタックスⅢＦ（1955年発売）を

示す。チヨカ35に少し遅れて距離計連動式

のⅡF型も発売された。このカメラにスロー

シャッターを追加したのがこのチヨタックスとな

る。チヨカカメラの標準レンズは初期には小

西六の引き伸ばしレンズのヘキサーをヘリコ

イド鏡胴に入れたものや、自社製のレナレン

ズがあったが、後期には本物のヘキサーや

ヘキサノンが用意されていた。 

写真19にタナックⅣSを示す。1955年に発

売されたもので、スローシャッターにX接点の

表示が入った。外観で目立つのは上下カ

バーと張革の境に黒帯が入り、アイレットが付

いたところである。生産数も多いようであった

が、2年後にはニコン型のSDへ変わるため、

田中光学のバルナック型カメラとしては最後

になった。 

写真20にメルコン－オリジナル、1955年発

売を示す。メルコンも少し遅れて来たバル

ナック型カメラである。製造は目黒光学、販売

元はニッカと同じ「ひのまるや」であった。 

標準レンズは最初からニッコールだった。同

じ「ひのまるや」が扱っていたので、ニッカとの

関係があるかと思われがちだが、ボディーは

タナックと同じようにヒンジを持った裏蓋開閉

式であるので、全く別系列の製造会社であっ

たと思われる。 

写真21にアルタ35を示す。1957年発売で

あるから国産バルナック型としては一番遅い

登場である。写真雑誌の広告ではメーカーは

美鈴光学となっていた。この会社は板橋区に

あった。当時はアルタイルスクリーンという名

称で二眼レフ用のプラスティック製フレネルレ

ンズを売り出しており、多くのメーカーに納入

され、続いて各35mm一眼レフにも採用され

て、ちょっと波に乗っていた。そこにバルナッ

ク型カメラの仕掛け部品を持ってきた人がい

て、それが組み立てられてアルタ35になっ

た。関係者の方の話だと、元はチヨタックス

で、組み立ては年配の父親と娘さんの二人が

中心であったとのことである。美鈴光学として

は製品ラインアップに、部品のフレネルレンズ

の他に、光学製品の双眼鏡やカメラを入れた

いと企画したものだと思われる。生産数も多く

はないようだ。レンズのAltanonは、柔かい写

りであった。 

 

国産バルナックカメラの 

製品化「されたもの」と「されなかったもの」 

タナックやメルコンがヒンジで裏蓋が横に開

くボディーを持つのに対し、裏蓋と底蓋が一

体で外れる構造のバルナック型カメラがあっ

た。このカメラが考案されたのは、横開きのカ

メラより早いのではないかと考える。というのは

底部のキーを作動させるということは、フィル

写真22 ゼノビア 35 （Zenobia 35） 

写真18 チヨタックスⅢF （Chiyotax ⅢF） 写真19 タナックⅣ S （Tanack ⅣS [前]） 

写真20 メルコン－オリジナル （Melcon Original） 写真21 アルタ （Alta） 

写真17  キヤノンⅡS改（Canon ⅡS2）  

写真14 チヨカ 35-1 （Chiyoca 35-1） 写真15 タワー タイプ3 (Tower Type 3) 写真16 ニッカⅢS （Nicca ⅢS） 
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ムマガジンの開閉も関連させることになる。恐

らく考案されたのはパトローネ使用を考慮し

なかった時期ではないだろうか。「カメラレ

ビュー」No2、1978年2月発行の白井達男氏

のインタビューで、熊谷源二氏が「ニッポンカ

メラの製造を譲り受けたいといってカメラを

持って行った。ゼノビア光学は倒産して、だ

れかがそこから持ち出したカメラが『オー

ナー』という名で熊谷氏に断りなく作られた。

（後略）」とあり、当方と同様に、これら生産化

されなかったバルナック型カメラへの興味を

持つ発端という方も多いと思われる。ちょうど

１年前のAJCC例会で「ゼノビア35の謎」という

座談会が行われた。林田吉弘会員が会報

に、関係するカメラの精密分類を含めて詳細

に報告されていて参考になる。熊谷氏考案の

底裏一体で開閉するバルナック型カメラが、

旧岡田光学から名称が変わった第一光学、

次のゼノビアカメラ、そして、すぐ近くあったユ

ニオン光学と、板橋の光学会社をひと回りし

て、結局オーナーカメラとして唯一実製品化

されたことは、非常に興味深いことと思う。 

写真22にゼノビア 35を示す。レンズはヘキ

サー50mm F3.5付きで発表者の手元に来

た。写真23、24、25にそれぞれ、オーナー

S−1の3つのバージョンを示す。カメラの刻印

がHONAR OPT、ZUIHO OPTと時期により異

なる。標準レンズの初期はヘキサノン50mm 

F1.9、後期はオーナー50mm F2が付いてい

た。 

 

国産バルナックカメラの独自の改良と終焉 

1954年に発表されたライカM3は、それまで

のレンジファインダーカメラの機能と構造を大

幅にリファインしたものであった。この時期日

本では、キヤノンはⅣSb型を、レオタックスは

ダイキャスト化したF型を発売したばかりで

あった。ニッカのボディーのダイキャスト化は

翌年の5型からだ。やっとライカに対応出来る

ものが国内でも作れたという時、バルナック型

自体が、追い越されてしまったのだ。 

各社の対応は、ニコンがその年の12月に

新型のS2を発売する。キヤノンはシャッターと

ファインダー機構を小改良したⅣSb2を取り敢

えず出し、本命のバルナック型からボディー

構造を一新したVT型を1956年に登場させ

る。 

M3を出したライツがⅢG型を登場させたよう

に、バルナック型から離れて行くものもあれ

ば、バルナック型ながらそれをリファインしな

がら時流に合わせるものも出てくる。その最

初が1957年発売のフィルム巻き上げをノブか

らレバー式へ改良したニッカ3Ｆ（レバー巻き

上げ型）である。この年にレオタックスは三眼

の窓のままファインダーにブライトフレームを

入れ、その翌年には巻き上げをレバー化し、

更に巻き戻しもクランクに変更する。しかしな

がら、これらの改良も時間的には約2年間の

寿命しかなかった。以後これらのメーカーに

加え、タナック、メルコン、そしてオーナーも、

デザインを工夫し、機能を改良した新型ボ

ディーに順次変化して行く。 

そして1960年象徴的なカメラが登場した。

高機能に大量生産で低価格を実現する先駆

けとなった、レンズシャッターEEカメラのキャノ

ネットの発売である。 

このカメラの機能とそれを求めたユーザー

の思いが、それ以後のフォーカルプレーン

シャッター式バルナック型カメラの市場への

投入を終わらせたと考える。 

写真26にタワー 45 を示す。1957年に3Fが

レバー巻き上げになったと同様に５型もレ

バー巻き上げの５Lになった。このカメラはそ

のアメリカ通信販売大手のシアーズ・ローバッ

ク向けの輸出バージョンである。フィルムは底

蓋交換式であるが、５型では後部の一部もヒ

ンジで開いて、装填に便利になっていた。 

写真27にレオタックス T2(エリート）を示す。

1959年発売されたT2をレバー巻き上げ、クラ

ンク巻き戻しにしたものである。シャッタース

ピードは1/500秒まで、セルタイマーはない。

組み合わされた標準レンズも自社ブランドの

レオノン50mm F2で当時の価格競争に対抗

したものであった。このカメラはレオタックス自

身が販売した最後のバルナック型カメラに

なった。 

写真28にニッカ33を示す。1958年（昭和33

年）に発売された3F（レバー巻き上げ）の廉価

バージョンとなる。シャッタースピードが倍数

系列になり、スローの1秒が省略され、組み合

わされた標準レンズが自社製のF2.8になっ

た。 

写真29にヤシカ YEを示す。ニッカがヤシ

カの傘下に入った（正確にはニッカカメラが

大邦光学に改組し、それをヤシカが合併）た

め、ネームが変更され販売されたニッカ33で

ある。シャッター機構が更に整理されている。

ヤシコール50mm F2.8付き、1959年発売。ヤ

シカ最初のバルナック型カメラである。 

写真30にヤシカ YFを示す。1959年の発売

である。機能的にはニッカⅢLのファインダー

をリファインした、ヤシカバージョンとなる。

フ ァ イ ン ダ ー 視 野 全 体 で 35mm、50mm と

100mmのブライトフレームが入っている。 

ヤシカネームながら、ボディー前面左に高

級ブランドを表すためかNICCAの文字も入っ

ている。レンズは明るいヤシノン50mm F1.8が

装着されている。ここで紹介する最後のバル

ナック型カメラである。 
写真26 タワー 45 （Tower 45） 写真27 レオタックス T2（エリート） 

Leotax T2 (Elite) 

写真28 ニッカ 33 （Nicca 33） 写真29 ヤシカ YE （Yashica YE） 写真30 ヤシカ YF （Yashica YF） 

写真25 オーナー S-1（Honor S-1 筆記体） 写真23 オーナーS-1（Honor S-1 花文字書体） 写真24 オーナー S-1 (Honor S-1 (イタリック） 
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